
November 
 
 

 

マークデザイン 加藤昌男 

 

 

  

 本書は、月刊誌に１０年以上にわたって連載されているリレー

エッセイ「心に残る父のこと母のこと」から抜粋された 58 編が、

若干の加筆修正のうえ一冊にまとめられたものです。作家・漫画

家・ジャーナリスト・イラストレーター・学者・医者など名だた

る著名人が、父や母との忘れられない思いを綴っています。 

『愛されて生まれた』『思い出づくし』『家族という名の奇跡』

『母の胸、父の背中』『可笑しくて、悲しくて、切なくて』『言え

なかった「ありがとう」』の６章からなり、涙あり、笑いあり、

各人の人となりが垣間見える一冊です。 

今月は他にもたくさんの“アンソロジー”を集めてみました。

秋の夜長、どうぞお楽しみください。        （酒井） 

 

 

 

『父へ母へ。 
１００万回の「ありがとう」』 

『ＰＨＰ』編集部 編 ＰＨＰ研究所 ９１４．６８チ           

温かいものが恋しい季節になりました。気象

庁の予報では、今年の冬は雪や雨が多いとか。

例年より寒くなるという予想も出ています。 

さて今月は、３年ぶりにアンソロジーの特集

です。一冊で何度も楽しめるのがアンソロジー

の醍醐味。冬に向けて新たな作家開拓は如何で

しょう。お気に入りの作家の、新たな一面も発

見できるかもしれませんね。 

【ｱﾝｿﾛｼﾞｰ：異なる作者による作品集】 

 

秋の夜長 
     は 

アンソロジー 
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 ロングタイトルの１０冊に及ぶこのシリーズは、人間愛、動物愛満

載、期待はずれなしの自然科学ドキュメンタリーです。 

 動物のマーキングに類似した人間の行動として挙げられたのが、街

にはびこる落書きの数々。『狩猟採取は、得るものが大きければ確率

は低くてもその可能性にかけてやりつづける･･･』この習性が顕著に

表れているのが、ギャンブルにのめり込むという人間の行動なのだと

か。動物と人間の行動の相違や共通性、研究室での事件を小林先生独

自の文体で綴る本著は、シリーズ２作目です。 

シマリスが自分の体に天敵のヘビの匂いを塗りつける自己防衛行

動を発見した事がタイトルになっているのですが、著者が辛抱強く、

森で動物たちの行動を観察し続けた結果が、この発見につながりまし

た。隣の番犬までも手なずける動物愛あふれる先生の日常は、“いき

いきとした動物との触れ合いは、人として健康であるために必要な感

情をもたらす必要丌可欠な行動である”と述べられているように、先

生も周りの学生たちも、健康で豊かな心の持ち主であることは間違い

ありません。                    （小土井） 
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『先生、シマリスがヘビの頭を 
かじっています！』  

―鳥取環境大学の森の人間動物行動学― 

小林  朋道 著  築地書館 ４８１コ 
 

 ２８歳のみのりは、名古屋の予備校の職員です。相手に依存や執

着をしない大人の恋愛をしていたはずなのにふられてしまい、それ

から３年以上恋人はいません。 

 彼女は半年前から生け花教室に通っています。その教室の先生の

孫で、助手の透センセイは２０歳。いつしか２人は惹かれ合います。 

 センセイは大学に進学するため上京することが決まっていまし

た。心が通じ合ったかに思えた２人でしたが、みのりはセンセイと

距離を取り、２人はそのまま離れてしまいます。 

 これから進む道を探しあぐねているセンセイと、恋にも新しい仕

事にも臆病なみのり。彼らはこの先どんな選択をするのでしょう。

ちょっぴり気恥ずかしくなるような、ピュアなラブストーリーで

す。                         （杉野） 

『年下のセンセイ』 

中村 航 著 幻冬舎  Ｆナカ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋も深まり朝晩が冷えてくると、そろそろ冬が・・と思う時期になりましたね。 

11 月は「立冬」と言う季節の変わり目となる言葉があります。「立冬」とは、「冬の気配を

感じる日」と言う意味があるそうです。しかし現実は、まだまだ紅葉が美しい季節で、冬と言

うよりは秋といった印象が強いか知れません。でも、その一方で木枯らしが吹いたり、初雪の

便りが届くなど、確実に冬が近づいて来ます。 

この時期は、昼夜の寒暖差が大きくなり、体調を崩しやすくなるので体調管理には、十分気

をつけてください。 

中央図書館 赤井 毅彦 

  篠山市内の児童や生徒による作品や絵画（コンクール作品）が、下記の日程で展示さ

れます。 

お子さんやお孫さんの作品が展示されているかも・・・？ 

 

○平成 28 年 11 月 2 日から１１日まで 

ささよう展 （篠山養護学校の児童・生徒の作品） 

〇平成 28 年 11 月 12 日から 20 日まで 

防火ポスター展 （コンクール入賞作品）    

〇平成 28 年 11 月 23 日から 29 日まで 

絵画展 （コンクール作品） 

ご家族そろってのご来館をお待ちしております！ 

 

秋は「芸術の秋」とも言います 
展示ホールで色々な展示が ！ 

 

モバイル版蔵書検索システム 

■篠山市民センター図書コーナー（篠山市黒岡 191） TEL 079-552-0394 

 開館時間 10:00～18:00（日曜日は 17:00まで）  

※職員は 12:00～15:00（土日は 13:00～15:00）の間、駐在 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

  

 

 

 

 １ 

 

 

２ ３ ４ ５ 

６ 

 

７ ８ ９ １０ 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

 

２０ 

 

 

２１ 

 

２２ 

 

２３ 

 

２４ ２５ 

 

             

２６ 

 

 

２７ 

 

２８ 

 

２９ 

 

 

３０ 

 
 

   

 

「逃亡者」 
１９９３年・アメリカ １３１分・吹替え・字幕 

■監督 アンドリュー  デイビス 

■出演 ハリソン  フォード 他 

■日時 １１月１１日（金）14：00～16：１０ 

１１月１２日（土）15：00～17：１０ 

■場所 中央図書館 視聴覚ホール 

休館日 

 

篠山だけ 

図書館の日 

読書スペース 
開放（市民） 

休館日 

 

休館日 

 

図書コーナー

休館日 

 

読書スペース 
開放（市民） 

ささよう展（篠山養護学校）１１/２～１１/１１（１１日は 15：30まで） 

防火ポスター展（篠山市 

消防本部） １１/１２～１１/２０ 

読書スペース 
開放（市民） 

休館日 

 

入場無料 

申し込み不要 

映画上映会 映画上映会 

休館日 

 

絵画展（国際ソロプチミストささ

やま）  １１/２３～１１/２９ 

休館日 

 

図書コーナー

休館日 

 


